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１．計画の基本的事項 

(1) 計画の基本的な考え方 

 
我が国では急速に少子高齢化が進む中、平成 37（2025）年には「団塊の世代」が 75 歳

以上となり、高齢者人口は平成 54（2042）年にピークを迎えると推計され、世界に例をみ

ない速度で高齢化が進行しております。沖縄県は、全国と比べて高齢化率が低い傾向にあ

るものの確実に上昇しており、平成 32（2020）年には高齢化率が 21%を超えて超高齢社会

を迎えると見込まれ、平成 52（2040）年には 30.3%に達するという将来推計があります。 
 
そのため、国は、持続可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関する法律

に基づく措置として、地域において効率的かつ質の高い医療提供体制を構築するとともに、

地域包括ケアシステムを構築することを通じ、地域における医療及び介護の総合的な確保

を促進するため、地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律（以下「医

療介護総合確保促進法」という。）の一部改正を行ったところであります。 
 
 沖縄県の保健医療を取り巻く環境は、急速な少子・高齢化の進展、がんや循環器疾患等

生活習慣病の増加など疾病構造の変化、医学・医療技術の進歩による医療の高度化・専門

化の進展、さらに衛生に対する県民ニーズの多様化など、大きく変化しています。 
 
 島嶼県である本県は、広範囲に散在する多くの離島・へき地において、その地理的特性

から、保健医療資源や医療サービス提供体制は都市部との格差も大きく、特に医師確保が

依然として困難な状況にあります。 
 
 また、在宅医療については、高齢化社会を迎え、医療機関や介護保険施設等の受け入れ

にも限界が生じることが予測され、慢性期及び回復期患者の受け皿として、看取りを含む

在宅医療提供体制の整備が求められており、精神疾患については、発症から早期に精神科

医療が提供され、再び地域生活や社会復帰することができる体制が求められています。 
 
平成 26 年度は、医療介護総合確保促進法の一部施行時期の違いから、介護分野に先立

ち医療分野を対象として事業を実施することとしており、平成 26 年度の計画では、離島

地域の医師・看護師等を確保するための事業を中心に、質の高い医療を提供するための人

材育成や医療・介護の連携を推進するための事業、地域の実情に応じた在宅医療の提供体

制を強化する事業等に取り組むこととしております。 
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(2) 都道府県医療介護総合確保区域の設定 

 
沖縄県における医療介護総合確保区域については、次の圏域とします。 
北部圏域（名護市、国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村、本部町、伊江村、伊平屋村、

伊是名村） 
中部圏域（宜野湾市、沖縄市、うるま市、恩納村、宜野座村、金武町、読谷村、嘉手納

町、北谷町、北中城村、中城村） 
南部圏域（那覇市、浦添市、糸満市、豊見城市、南城市、西原町、与那原町、南風原町、

渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜村、南大東村、北大東村、久米島町、

八重瀬町） 
宮古圏域（宮古島市、多良間村） 
八重山圏域（石垣市、竹富町、与那国町） 

☑２次医療圏及び老人福祉圏域と同じ 
□２次医療圏及び老人福祉圏域と異なる 
（異なる理由：                       ） 

 
 

(3) 計画の目標の設定等 

■沖縄県全体 
① 沖縄県の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

沖縄県では、医療と介護の総合的な確保を推進するため、ICT を活用した医療・介護

の連携体制の構築、多職種が連携した在宅医療の提供体制の構築、在宅医療の拠点整備、

医師・看護師等の人材確保など、以下に記載する医療介護総合確保区域の課題を解決し、

住み慣れた地域において、県民が安心して日常生活を過ごすために必要な医療提供体制

の確保を目標とします。 
・ 地域医療連携ネットワークへの県民の加入登録数約 60,000 人（県民の約５％） 
・ 人口 10 万人対医師数の全国平均値との比較 102％ → 105％ 
・ 在宅療養支援診療所数 89 か所 → 増加 
・ 在宅等療養患者の看取り割合 H22 年 14%→H29 年 16.1% 
・ 精神障害者の平均在院日数 294.3 日 → 増加抑制 
・ 精神障害入院患者の退院に向けた地域定着支援事業利用者数 0 人 → 50 人 
・ 人口 10 万人対在宅歯科医療実施施設数 3.14 施設 → 増加 
・ 障害者歯科治療における年間患者数 5,000 人 → 8,000 人 
・ 県内医療機関従事医師の女性医師割合 17.9％ → 増加 
・ 人口 10 万人対歯科医師数 62 人 → 増加 
・ 新人看護職員離職率 H26 年 5.7％ → H29 年 5％以下 
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・ 人口 10 万人対歯科衛生士数 63.2 人 → 増加 
・ 准看護師の通信課程進学者数 進学希望者 758 人 → 進学者数 530 人 
・ 特定町村の保健師不足数 5 人 → 0 人 
・ 在宅等による年間の看取り割合 14％ → 16.1％ 
・ 専門看護師数 5 人 → 全国平均 
・ 認定看護師数 139 人 → 全国平均 
・ 小児人口 10 万人対小児科医師数 80.8 人 → 95 人 
・ 乳幼児の救急搬送者の軽症率 81.5％ → 75％ 
・ 人口 10 万人対薬剤師数 144 人 → 増加 
 

② 計画期間 
平成 26 年度～令和５年度 

 
■北部圏域（※医療介護総合確保区域ごとに記載） 

 ① 北部圏域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 
    北部圏域では、距離の不利性に起因する医療人材確保が困難な状況にあり、各診

療科で医師確保が大きな課題となっており、周辺医療圏への患者の流出が多く、特

に周産期医療については、圏域で年間千以上の出産がありますが、圏域の中核病院

の産婦人科医療体制が不安定な状況にあり、ハイリスク妊娠及び異常分娩は、他圏

域の専門医療機関での医療を余儀なくされるという状況にあります。また、在宅医

療施設の状況について、在宅療養支援診療所は偏差値 43 と少なく、訪問看護ステー

ションは偏差値 33 と非常に少ないという課題があります。この課題を解決するた

め、以下の目標の達成に向けた事業を精力的に取り組むこととします。 
・ 圏域の人口 10 万人対医師数 183.9 人 → 増加 
・ 圏域の人口 10 万人対産婦人科医師数 3.9 人 → 増加 
・ ドクターヘリ通年運航（昼間） 
・ 嚥下の診療件数 0 件／月 → 10 件／月 
・ 在宅療養支援診療所数 89 か所 → 増加【再掲】 
・ 在宅等療養患者の看取り割合 H22 年 14%→H29 年 16.1%【再掲】 
・ 精神障害者の平均在院日数 294.3 日 → 増加抑制【再掲】 
・ 精神障害入院患者の福祉サービス事業所仮入所者数 0 人 → 50 人【再掲】 
・ 人口 10 万人対在宅歯科医療実施施設数 3.14 施設 → 増加【再掲】 
・ 県内医療機関従事医師の女性医師割合 17.9％ → 増加【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科医師数 62 人 → 増加【再掲】 
・ 新人看護職員離職率 H26 年 5.7％ → H29 年 5％以下【再掲】 
・ 看護師等養成所の国家試験合格率 99％ → 100％【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科衛生士数 63.2 人 → 増加【再掲】 
・ 准看護師の通信課程進学者数 進学希望者 758 人 → 進学者数 530 人【再掲】 
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・ 特定町村の保健師不足数 5 人 → 0 人【再掲】 
・ 在宅等による年間の看取り割合 14％ → 16.1％【再掲】 
・ 専門看護師数 5 人 → 全国平均【再掲】 
・ 認定看護師数 139 人 → 全国平均【再掲】 
・ 小児人口 10 万人対小児科医師数 80.8 人 → 95 人【再掲】 
・ 乳幼児の救急搬送者の軽症率 81.5％ → 75％【再掲】 
・ 人口 10 万人対薬剤師数 144 人 → 増加【再掲】 

 
② 計画期間 

平成 26 年度～令和５年度 
 
■中部圏域 

 ① 中部圏域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 
    中部圏域では、高機能病院や地域の基幹病院が複数ありますが、人口当たりの診

療所数の偏差値は 34 と非常に少なく、在宅療養支援診療所も偏差値は 43 と少ない

状況にあるという課題があります。この課題を解決するため、以下の目標の達成に

向けた事業を精力的に取り組むこととします。 
・ 在宅療養支援診療所数 22 か所 → 増加 
・ 人口 10 万人対在宅歯科医療サービス実施件数 11.84 件 → 増加 
・ ドクターヘリ通年運航（昼間）【再掲】 
・ 嚥下の診療件数 0 件／月 → 10 件／月【再掲】 
・ 在宅療養支援診療所数 89 か所 → 増加【再掲】 
・ 在宅等療養患者の看取り割合 H22 年 14%→H29 年 16.1%【再掲】 
・ 精神障害者の平均在院日数 294.3 日 → 増加抑制【再掲】 
・ 精神障害入院患者の福祉サービス事業所仮入所者数 0 人 → 50 人【再掲】 
・ 人口 10 万人対在宅歯科医療実施施設数 3.14 施設 → 増加【再掲】 
・ 障害者歯科治療における年間患者数 5,000 人 → 8,000 人【再掲】 
・ 県内医療機関従事医師の女性医師割合 17.9％ → 増加【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科医師数 62 人 → 増加【再掲】 
・ 新人看護職員離職率 H26 年 5.7％ → H29 年 5％以下【再掲】 
・ 看護師等養成所の国家試験合格率 99％ → 100％【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科衛生士数 63.2 人 → 増加【再掲】 
・ 准看護師の通信課程進学者数 進学希望者 758 人 → 進学者数 530 人【再掲】 
・ 特定町村の保健師不足数 5 人 → 0 人【再掲】 
・ 在宅等による年間の看取り割合 14％ → 16.1％【再掲】 
・ 専門看護師数 5 人 → 全国平均【再掲】 
・ 認定看護師数 139 人 → 全国平均【再掲】 
・ 小児人口 10 万人対小児科医師数 80.8 人 → 95 人【再掲】 
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・ 乳幼児の救急搬送者の軽症率 81.5％ → 75％【再掲】 
・ 人口 10 万人対薬剤師数 144 人 → 増加【再掲】 

 
② 計画期間 

平成 26 年度～令和４年度 
 
■南部圏域 

 ① 南部圏域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 
    南部圏域では、都市部で人口も多いことから、大学病院、高機能病院や地域の基

幹病院が複数あり、一般診療所も多く、人口当たりの医師数が本県で最も多い圏域

でありますが、本島南部の有人離島も多く点在しており、周辺離島や宮古・八重山

の先島地域からの急患搬送等に加え、沖縄県全域からの患者の流入も多く、医師の

地域偏在の緩和や訪問看護ステーションの偏差値が 44 と少ない状況にあるという

課題があります。この課題を解決するため、以下の目標の達成に向けた事業を精力

的に取り組むこととします。 
・ 公立久米島病院のリハビリ実施単位 1.6 単位 → 2 単位 
・ 訪問看護ステーション数 33 か所 → 増加 
・ ドクターバンク登録医師数（県全体） 112 人 → 185 人 
・ 人口 10 万人対在宅歯科医療サービス実施件数 11.84 件 → 増加【再掲】 
・ ドクターヘリ通年運航（昼間）【再掲】 
・ 嚥下の診療件数 0 件／月 → 10 件／月【再掲】 
・ 在宅療養支援診療所数 89 か所 → 増加【再掲】 
・ 在宅等療養患者の看取り割合 H22 年 14%→H29 年 16.1%【再掲】 
・ 精神障害者の平均在院日数 294.3 日 → 増加抑制【再掲】 
・ 精神障害入院患者の福祉サービス事業所仮入所者数 0 人 → 50 人【再掲】 
・ 人口 10 万人対在宅歯科医療実施施設数 3.14 施設 → 増加【再掲】 
・ 障害者歯科治療における年間患者数 5,000 人 → 8,000 人【再掲】 
・ 県内医療機関従事医師の女性医師割合 17.9％ → 増加【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科医師数 62 人 → 増加【再掲】 
・ 新人看護職員離職率 H26 年 5.7％ → H29 年 5％以下【再掲】 
・ 看護師等養成所の国家試験合格率 99％ → 100％【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科衛生士数 63.2 人 → 増加【再掲】 
・ 准看護師の通信課程進学者数 進学希望者 758 人 → 進学者数 530 人【再掲】 
・ 特定町村の保健師不足数 5 人 → 0 人【再掲】 
・ 在宅等による年間の看取り割合 14％ → 16.1％【再掲】 
・ 専門看護師数 5 人 → 全国平均【再掲】 
・ 認定看護師数 139 人 → 全国平均【再掲】 
・ 小児人口 10 万人対小児科医師数 80.8 人 → 95 人【再掲】 
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・ 乳幼児の救急搬送者の軽症率 81.5％ → 75％【再掲】 
・ 人口 10 万人対薬剤師数 144 人 → 増加【再掲】 

 
② 計画期間 

平成 26 年度～令和４年度 
 

■宮古圏域 

 ① 宮古圏域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 
    宮古圏域では、地域の中核となる病院はありますが、圏域内の救急搬送件数 2,200

件のうち８割を中核病院が受け入れており、救急医療機関の負担軽減を図る必要が

あります。また、離島圏域では医師確保は厳しい状況にあり、異常分娩等の緊急手

術に対応するための産科、脳血管疾患等の緊急手術に対応するための脳外科等の専

門医の継続的な確保という課題があります。また、人口当たりの診療所数の偏差値

は 45 とやや少なく、在宅療養支援病院がないという課題があります。この課題を解

決するため、以下の目標の達成に向けた事業を精力的に取り組むこととします。 
・ 宮古医療圏の人口 10 万人対医師数 170.2 人 → 増加 
・ 医療的ケアが実施できる日中一時支援事業書の空白圏域数 1 圏域 → 0 
・ 在宅療養支援診療所数 89 か所 → 増加【再掲】 
・ 在宅等療養患者の看取り割合 H22 年 14%→H29 年 16.1% 
・ 精神障害者の平均在院日数 294.3 日 → 増加抑制【再掲】 
・ 精神障害入院患者の福祉サービス事業所仮入所者数 0 人 → 50 人【再掲】 
・ 人口 10 万人対在宅歯科医療実施施設数 3.14 施設 → 増加【再掲】 
・ 県内医療機関従事医師の女性医師割合 17.9％ → 増加【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科医師数 62 人 → 増加【再掲】 
・ 新人看護職員離職率 H26 年 5.7％ → H29 年 5％以下【再掲】 
・ 看護師等養成所の国家試験合格率 99％ → 100％【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科衛生士数 63.2 人 → 増加【再掲】 
・ 准看護師の通信課程進学者数 進学希望者 758 人 → 進学者数 530 人【再掲】 
・ 特定町村の保健師不足数 5 人 → 0 人【再掲】 
・ 在宅等による年間の看取り割合 14％ → 16.1％【再掲】 
・ 専門看護師数 5 人 → 全国平均【再掲】 
・ 認定看護師数 139 人 → 全国平均【再掲】 
・ 小児人口 10 万人対小児科医師数 80.8 人 → 95 人【再掲】 
・ 乳幼児の救急搬送者の軽症率 81.5％ → 75％【再掲】 
・ 人口 10 万人対薬剤師数 144 人 → 増加【再掲】 

 
② 計画期間 

平成 26 年度～令和４年度 
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■八重山圏域 

 ① 八重山圏域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 
    八重山圏域では、地域の中核となる病院はありますが、本県の各医療圏の中でも

医師数及び看護師数が最も少なく、特に医師の地域・診療科偏在の緩和という課題

があります。また、人口当たりの精神病床の偏差値は 42 とやや少なく、診療所数の

偏差値も 47 とやや少ない状況にあり、障害者の歯科治療体制が整っていないという

課題があります。この課題を解決するため、以下の目標の達成に向けた事業を精力

的に取り組むこととします。 
・ 八重山医療圏の人口 10 万人対医師数 163.4 人 → 増加 
・ 障害者歯科治療の年間の診療数（外来、全麻治療等） 0 件 → 24 件 
・ 医療的ケアが実施できる日中一時支援事業書の空白圏域数 1 圏域→０【再掲】 
・ 在宅療養支援診療所数 89 か所 → 増加【再掲】 
・ 在宅等療養患者の看取り割合 H22 年 14%→H29 年 16.1%【再掲】 
・ 精神障害者の平均在院日数 294.3 日 → 増加抑制【再掲】 
・ 精神障害入院患者の福祉サービス事業所仮入所者数 0 人 → 50 人【再掲】 
・ 人口 10 万人対在宅歯科医療実施施設数 3.14 施設 → 増加【再掲】 
・ 県内医療機関従事医師の女性医師割合 17.9％ → 増加【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科医師数 62 人 → 増加【再掲】 
・ 新人看護職員離職率 H26 年 5.7％ → H29 年 5％以下【再掲】 
・ 看護師等養成所の国家試験合格率 99％ → 100％【再掲】 
・ 人口 10 万人対歯科衛生士数 63.2 人 → 増加【再掲】 
・ 准看護師の通信課程進学者数 進学希望者 758 人 → 進学者数 530 人【再掲】 
・ 特定町村の保健師不足数 5 人 → 0 人【再掲】 
・ 在宅等による年間の看取り割合 14％ → 16.1％【再掲】 
・ 専門看護師数 5 人 → 全国平均【再掲】 
・ 認定看護師数 139 人 → 全国平均【再掲】 
・ 小児人口 10 万人対小児科医師数 80.8 人 → 95 人【再掲】 
・ 乳幼児の救急搬送者の軽症率 81.5％ → 75％【再掲】 
・ 人口 10 万人対薬剤師数 144 人 → 増加【再掲 

 
② 計画期間 

平成 26 年度～令和４年度 
 

（注１）可能なものについては、具体的な数値目標を記入すること。 
 

(4) 目標の達成状況 

※本項目については、平成 27 年度以降の都道府県計画において提出いただくことになるため、追って送付。 
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２．事業の評価方法 

 (1) 関係者からの意見聴取の方法 

平成 26 年 9 月 26 日 第１回保健医療協議会を開催し、医療関係団体等から意見聴取 
 平成 26 年 10 月 15 日 保健医療協議会委員、関係所属長の意見書取りまとめ 
 

 
 

(2) 事後評価の方法 

計画の事後評価にあたっては、地区保健医療協議会や個別分野に関して設置されている

協議会等の意見を聞きながら評価を行い、必要に応じて見直しを行うなど、目標の達成に

向けて計画を推進していきます。 
 

 
 

(3) 事業評価結果 

※本項目については、平成 27 年度以降の都道府県計画において提出いただくことになるため、追って送付。 
 

３．計画に基づき実施する事業 

 (1) 事業の内容等 

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 
事業名 【No.1】ICT を活用した地域保健医療ネットワーク基盤

整備事業 
 

【総事業費】 
717 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県医師会 
 

事業の目標 地域医療連携ネットワークへの県民の加入登録者数： 

約 60,000 人（県民の約５％） 
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事業の期間 平成２６年１２月～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 ・各期における効率的な医療の提供を行うため、患者の特定健診のデー

タに加え、受診歴や処方歴、診療（治療）計画を迅速に参照し、共有

できるシステムを構築する。 

・在宅医療施設及び介護事業所等で効果的な情報共有を実現するコミュ

ニケーションシステムを構築する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 717(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 478(千円) 

都道

府県 
239(千円) 民 478(千円) 

 

うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：717 千円 
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事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 
事業名 【No.2】公立久米島病院リハビリ棟整備事業 

 
【総事業費】 

95,698 千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

南部 

事業の実施

主体 
沖縄県離島医療組合 

事業の目標 ・リハビリ実施単位（1.6 単位→2 単位） 
・沖縄本島内の急性期病院に入院している久米島町民の回復期対象患者

の受入（1 日平均 1 名増） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２９年３月３１日 
 

事業の内容 医療機能の分化・連携の強化を図るため、久米島で唯一の病院である公

立久米島病院のリハビリ棟を整備する経費を支援する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 95,698 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
31,899 基金 国 31,899(千円) 

都道

府県 
15,950(千円) 民 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 47,849(千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：6,028 千円、H28：41,821 千円 
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事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 
事業名 【No.3】院内助産所・助産師外来整備事業 

 
【総事業費】 

3,636 千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
医療機関 
 

事業の目標 沖縄県内で 2025 年に不足する回復期病床約 3,000 床の確保 
 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２９年３月３１日 
 

事業の内容 院内助産所や助産師外来を開設しようとする産科を有する病院・診療所

の増改築・改修や、体制整備に必要な備品の設置に対する経費の支援を

行う。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 3,636(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 1,615(千円) 

都道

府県 
808(千円) 民 1,615(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 1,213(千円) 

備考（注４） H26：1,640 千円、H27：0 千円、H28：783 千円、 
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事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 
事業名 【No.4】沖縄県ドクターヘリ機器整備等支援事業 

 
【総事業費】 
35,770 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部 

事業の実施

主体 
浦添総合病院 
 

事業の目標 ・通年運航（昼間） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 沖縄本島及び周辺離島の施設間患者搬送による医療連携や救急医療体制

を維持するため、ドクターヘリに必要な医療機器等の整備に係る経費を

支援する。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 35,770(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 23,846(千円) 

都道

府県 
11,924(千円) 民 (千円) 

23,846 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：35,770 千円 
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事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 
事業名 【No.55】北部基幹病院整備推進事業 

 
【総事業費】 

4,056 千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部 

事業の実施

主体 
沖縄県北部医療組合 

事業の目標 再編統合による病床の整備数 

R1 年度：563 床 → R10 年度：450 床 

事業の期間 令和５年４月１日～令和６年３月 31 日 
 

事業の内容 沖縄県立北部病院（327 床）と北部地区医師会病院（236 床）を統合し、

新たに公立沖縄北部医療センター（450 床）を整備する。令和５年度は、

実施設計を行う。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 4,056(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 

2,704 基金 国 2,704(千円) 

都道

府県 
1,352(千円) 民 (千円) 

 

うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 

 

その他  (千円) 

備考（注４） R5：4,056 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.5】在宅医療を支える体制整備事業 
 

【総事業費】 
32,291 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県医師会 
 

事業の目標 ・在宅療養支援診療所数（89 ヵ所→増加） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２９年３月３１日 
 

事業の内容 各医療圏の多職種協働による在宅医療を推進するため、在宅医療推進協

議会の設置・運営、介護知識のあるコーディネーターを配置した在宅医

療連携拠点の整備、在宅医療の人材育成を図る研修の実施、在宅療養患

者等の夜間コールセンター機能の整備に係る経費を支援する 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 32,291(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 21,527(千円) 

都道

府県 
10,764(千円) 民  (千円) 

21,527 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：0 千円、H28：32,291 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.7】訪問看護支援事業（拡充） 
 

【総事業費】 
1,200 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 在宅での死亡割合 H22 年 14%→H29 年 16.1% 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 在宅医療・介護サービスの充実に向けて、在宅看護の人材育成と在宅ケ

アサービスの質向上を支援・推進する拠点を整備する経費に対する支援

を行う。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 1,200(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 800(千円) 

都道

府県 
400(千円) 民 800(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

800 (千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：1,200 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.8】訪問看護支援事業 
 

【総事業費】 
9,276 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 【Ｈ26 年度～Ｈ27 年度】 

在宅での死亡割合 H22 年 14%→H29 年 16.1% 

【Ｈ28 年度～Ｒ４年度】 

訪問看護ステーション数（人口 10 万対） R4 年 9.8 ヵ所（全国平均） 
事業の期間 平成２６年４月１日～令和５年３月３１日 

 
事業の内容 訪問看護の人材育成及び人材確保を推進するための退院調整研修や、訪

問看護の認知度を高め、訪問看護の役割を地域に浸透させるための講演

会等の実施に必要な経費を支援する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 9,276(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 6,183(千円) 

都道

府県 
3,093(千円) 民 6,183(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

6,183(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：4,808 千円、H27：0 千円、H28：4,140 千円、R4：328 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.9】地域における医療と福祉の連携体制整備事業 
 

【総事業費】 
983 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・精神障害者の平均在院日数（294.3 日→増加抑制） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 精神科医療機関の院内委員会へ入院患者本人や家族からの相談に応じ必

要な情報提供を行う相談支援事業者等を招聘するなど、地域における医

療と福祉の連携体制を整備するための経費に対する支援を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 983(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 197(千円) 
基金 国 655(千円) 

都道

府県 
328(千円) 民 458(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：983 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.10】精神障害入院患者の地域定着支援事業 
 

【総事業費】 
1,656 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・精神障害入院患者の福祉サービス事業所仮入所者数（0 人→50 人） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 精神障害入院患者が地域の障害福祉サービス提供事業所に仮入所して試

行生活を行い、病院外での生活イメージの育成及び環境変化への不安緩

和を図り退院を推進するための体制整備を支援する。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 1,656(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 127(千円) 
基金 国 1,104(千円) 

都道

府県 
552(千円) 民 977(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：1,656 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.11】医療的ケア児レスパイトケア推進基金事業 
 

【総事業費】 
 

0 千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部・中部・南部・宮古・八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 レスパイトケアが実施可能な施設数（通所サービス含む） 

H29 年 25 施設 → H30 年 30 施設 

事業の期間 平成２６年１２月～平成３１年３月３１日 
 

事業の内容 医療的ケア児等が在宅で療養できるようレスパイトケアを実施できる事

業所を確保するため、医療的ケア児等の新たな受け入れ又は受け入れ拡

大を目的とする障害福祉サービス事業所及び医療機関等に対し、経費支

援を行う。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 0 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 0 (千円) 

都道

府県 
0 (千円) 民 (千円) 

0 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：0 千円、H28：0 千円、H29：0 千円、 
H30：0 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.12】在宅歯科医療を実施するための設備整備事業 
 

【総事業費】 
2,034 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

中部、南部 

事業の実施

主体 
沖縄県歯科医師会 
 

事業の目標 ・人口 10 万人対在宅歯科医療サービス実施件数（11.84 件→増加） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 在宅歯科医療を実施する医療機関に対し、在宅歯科医療の実施に必要な

医療機器等を貸し出すため、在宅歯科医療拠点の貸出用医療機器等を整

備するために必要な経費を支援する。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 2,034(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 1,084(千円) 

都道

府県 
542 (千円) 民 1,084 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 408(千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：1,626 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.13】沖縄県口腔保健医療センター機能整備事業 
 

【総事業費】 
 

1,714 千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部 

事業の実施

主体 
沖縄県歯科医師会 

事業の目標 ・嚥下の診療件数（0 件／月→10 件／月） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 高齢に伴う摂食嚥下機能の低下や機能障害を抑制するため、摂食嚥下機

能診断等の機器整備や障害者歯科治療に必要な機器整備の経費を支援す

る。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 1,714(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 914(千円) 

都道

府県 
457(千円) 民  

914(千円) 
 

うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 343(千円) 

備考（注４） H26：1,371 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.14】在宅歯科人材育成支援事業 
 

【総事業費】 
12,858 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県歯科医師会 

事業の目標 ・歯科医療従事者の年間受講者数（延べ 120 人） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成３１年３月３１日 
 

事業の内容 在宅歯科治療に対応できる人材育成を図るため、指導医及び専門医を招

聘した研修の実施に係る経費を支援する。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 12,858 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 8,572(千円) 

都道

府県 
4,286(千円) 民 (千円) 

8,572 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：3,636 千円、H28：3,902 千円、H29：2,932 千円、 
H30：2,388 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.42】在宅医療推進センターの設立事業 
 

【総事業費】 
8,152 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
国立大学法人琉球大学 

事業の目標 ・在宅療養支援診療所数（89 ヵ所→増加） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２９年３月３１日 
 

事業の内容 地域の医療従事者が先進医療や特殊な医療に要する在宅患者に不安な

く対応できるように、地域の医療従事者に対し先進医療や特殊な医療に

関する知識の伝達や技術の研修、在宅医療に関係する医療機器等の情報

提供を行うための在宅医療推進センターの設立に必要な経費を支援す

る。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 8,152(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 2,717(千円) 
基金 国 2,717(千円) 

都道

府県 
1,359(千円) 民 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 4,076(千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：0 千円、H28：4,076 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.51】精神障害者地域移行・地域定着促進事業 【総事業費】 
6,343 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・精神障害者の平均在院日数 H23 年：294.3 日→増加抑制 
・精神障害入院患者の福祉サービス事業所仮入所者数 

H26 年：0 人 → H30 年：50 人 
事業の期間 平成 26 年４月１日～平成 30 年３月 31 日 

 
事業の内容 ①地域での医療と福祉の連携体制を整備するためのコーディネーターを配置

し、精神科医療機関と障害福祉サービス事業所の接着を図る。 
②精神障害入院患者が実際に障害福祉サービス等を短期的に利用することで、

患者の退院意欲の喚起、退院後の地域での受け入れを円滑にする。 
③医療保護入院退院支援委員会（院内委員会）及び医療保護入院者が地域生活

に移行するために病院が開催する会議に地域援助事業者等が出席し、それに

対し報酬を支払った病院に対して補助金を交付する。 
④長期入院精神障害者の地域移行に向けた人材育成のために必要な研修の企

画・実施。 
事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 6,343(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
4,229 基金 国 4,229(千円) 

都道

府県 
2,114(千円) 民 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

 (千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円 、H27：0 千円 、H28：0 千円、H29：6,343 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.52】心身障害児（者）歯科診療拡充事業 【総事業費】 
32,000 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部・中部・南部・宮古・八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県、沖縄県歯科医師会 
 

事業の目標 沖縄県口腔保健医療センターでの診療及び巡回検診等による年間受診

者数 H26 年 5,000 人 → H31 年 8,000 人 

事業の期間 平成 26 年４月～平成 31 年３月 31 日 
 

事業の内容 在宅の障害児者の歯科受診機会の慢性的な不足状況の解消を図るた

め、沖縄県歯科医師会に対し、沖縄口腔保健医療センターの運営に必要

な支援を行い、歯科医師等の配置を増やす。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 32,000(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 21,333(千円) 

都道

府県 
10,667(千円) 民 (千円) 

21,333 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 0(千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：0 千円、H28：0 千円、Ｈ29：16,000 千円、 
Ｈ30：16,000 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.54】健康サポート薬局のモデル薬局整備事業 【総事業費】 
3,491 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部・中部・南部・宮古・八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県薬剤師会 
 

事業の目標 健康サポート薬局数 H30 年 ４か所 → R７年 100 か所 
居宅療養管理指導実施薬局数 H30 年 ４か所 → R７年 383 か所 

事業の期間 平成 26 年４月～令和２年３月 31 日 
 

事業の内容 健康サポート薬局のモデル薬局を構築し、健康サポート薬局に関する

講習会や勤務体験を通じて、その役割や勤務内容の理解につなげる。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 8,491(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 1,552(千円) 

都道

府県 
776(千円) 民 (千円) 

1,552 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 1,163 千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：0 千円、H28：0 千円、Ｈ29：0 千円、 
H30：0 千円、R１：2,328 千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.56】在宅医療支援事業 
 

【総事業費】 
3,139 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 在宅療養支援診療所数の増加 
 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
 

事業の内容 在宅医療の提供体制の充実を図るため、夜間・休日・研修時における代

診医派遣体制を構築する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 3,139(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 2,092(千円) 

都道

府県 
1,047(千円) 民 2,092(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

2,092(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） R4：3,139 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.15】地域医療支援センター運営事業 【総事業費】 
9,369 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・人口 10 万人対医師数の全国平均値との比較（102％→105％） 
 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 地域医療に従事する医師のキャリア形成の支援と一体的に、医師不足病

院への医師の配置等を行うための地域医療支援センターの運営に必要な

経費に対する支援を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 9,369(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
6,246 基金 国 6,246(千円) 

都道

府県 
3,123(千円) 民 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：9,369 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.16】医師派遣等推進事業 
 

【総事業費】 
1,476,908 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 人口 10 万対医療施設従事医師数を対全国平均値 H26:103%→H30:105%
に増加する。 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 医療資源の重点的かつ効率的な配置を図ってもなお医師の確保が困難な

地域において、都道府県が地域医療対策協議会における議論を踏まえ、

医師派遣等を行う医療機関の運営等に対する支援を行う。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 1,476,908(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
369,545 基金 国 492,302(千円) 

都道

府県 
246,152(千円) 民 (千円) 

122,757 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他  
738,454(千円) 

備考（注４） H26：618,454 千円 、H27：120,000 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.17】医師確保対策事業（地域枠就学資金の拡充） 【総事業費】 
5,050 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・人口 10 万人対医師数の全国平均値との比較（102％→105％） 
 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 離島・へき地等の医師確保を図るため、琉球大学医学部に離島・へき地

等の地域枠として５人増員し、医師就学資金貸与事業を拡充する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 5,050(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 3,367(千円) 

都道

府県 
1,683(千円) 民 3,367(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：5,050 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.18】障害者歯科治療にかかる歯科医師派遣体制構築

事業 
【総事業費】 

855 千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・障害者歯科治療の年間の診療数（外来、全麻治療等）（0 件→24 件） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 障害者の歯科治療について体制整備が整っていない地域へ、歯科医師を

派遣するために必要な経費の支援を行い、障害者歯科治療の充実を図る。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 855(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 570(千円) 
基金 国 570(千円) 

都道

府県 
285(千円) 民 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：855 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.19】産科・新生児等医師確保支援事業 
 

【総事業費】 
19,449 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・人口 10 万人対医師数の全国平均値との比較（102％→105％） 
 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 産科医、救急医、新生児医療担当医等の確保を図るため、これらの医師

の処遇改善に取り組む医療機関を支援する。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 19,449(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公  
998(千円) 基金 国 4,322(千円) 

都道

府県 
2,161(千円) 民  

3,324(千円) 
 

うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 12,966(千円) 

備考（注４） H26：6,483 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.20】小児専門医等研修支援事業 
 

【総事業費】 
921 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・研修の実施区域数（3 区域） 
・年間受講者数（延べ 200 人） 
・認定者数（140 人） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 医療機関において、小児の救急・集中治療に習熟した小児科医や看護師

の数が不足している状況にあることから、専門性の高い医療従事者の確

保のため研修の実施を支援する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 921(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 614(千円) 

都道

府県 
307(千円) 民 614(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

614(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：921 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.21】勤務医等環境整備事業 
 

【総事業費】 
68,846 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・県内医療機関従事医師の女性医師割合（17.9％→増加） 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 出産・育児及び離職後の再就業に不安を抱える女性医師等のための復職

研修や就労環境改善の取組を行うための経費に対する支援を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 68,846(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
3,169 基金 国 22,627(千円) 

都道

府県 
11,313(千円) 民 (千円) 

19,458 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

288(千円) 
 

その他 34,906(千円) 

備考（注４） H26： 33,940 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.23】歯科医療従事者技術向上支援事業 
 

【総事業費】 
9,673 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県歯科医師会 
 

事業の目標 ・人口 10 万人対歯科医師数（62 人→増加） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成３１年３月３１日 
 

事業の内容 歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士の技術向上を図るため、研修等を行

うための経費に対する支援を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 9,673 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 6,448(千円) 

都道

府県 
3,225(千円) 民 (千円) 

6,448 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：2,962 千円、H28：2,732 千円、 
H29：2,225 千円、H30：1,754 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.24】新人看護職員研修事業 
 

【総事業費】 
31,802 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 新人看護職員離職率 H26 年 5.7％ → H29 年 5％以下 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 ・新人看護職員研修を実施する病院に対し補助を行う。 
・新人看護研修を自施設単独で完結できない施設に対して多施設合同研

修を実施。 
・病院の研修責任者等を対象とした研修を実施。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 31,802 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 1,929(千円) 
 基金 国 10,600(千円) 

都道

府県 
5,301(千円) 民 8,671(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

2,000(千円) 
 

その他 15,901(千円) 

備考（注４） H26：15,901 千円 
 
 
 
 
 
 
 



   

- 37 - 
 

事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.25】看護職員資質向上支援事業 
 

【総事業費】 
18,928 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・看護職員の不足数（694 人→198 人） 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 看護職員を対象とした資質向上を図るための研修開催、潜在看護職員等

の再就業の促進を図る研修開催や就業相談等の就労支援に必要な経費に

対する支援を行う。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 18,928 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 12,619(千円) 

都道

府県 
6,309(千円) 民 (千円) 

12,619 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
12,619 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：5,831 千円、H27：13,097 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.26】看護師等養成所運営補助事業 
 

【総事業費】 
150,668 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
各看護学校 
 

事業の目標 看護師等養成所卒業者の県内就業率 H26 64.9%→H30 68%以上 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 看護師等養成所における教育内容の向上を図るため、専任教員の配置や

実習経費など養成所の運営に対する支援を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 150,668 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 100,445 (千円) 

都道

府県 
50,223 (千円) 民 (千円) 

100,445 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：150,668 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.27】看護師等養成所の教育環境整備事業 
 

【総事業費】 
24,476 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
各看護学校 

事業の目標 看護師等養成所卒業者の県内就業率 H26 64.9%→H30 68%以上 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 看護師等養成所の新築・増改築に係る施設整備や、開設に伴う初度設備

整備、在宅看護自習室の新設に係る備品購入、修業年限の延長に必要な

施設整備、教育に必要な備品の更新に対する支援を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 24,476 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 13,054 千円) 

都道

府県 
6,527(千円) 民 (千円) 

13,054 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 4,895(千円) 

備考（注４） H26：19,581 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.28】短時間正規雇用等多様な勤務形態導入支援事業 
 

【総事業費】 
5,419 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 

事業の目標 病院看護実態調査における H26 年度離職率 10.1％→H28 年９％台へ 

新人離職率 H26 年 5.7％→H28 年 5％以下 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 短時間正規雇用など多様な勤務形態等の導入や総合相談窓口の設置、看

護業務の効率化や職場風土改善の研修等を行うための経費に対する支援

を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 5,419(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 3,613(千円) 

都道

府県 
1,806(千円) 民 3,613(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

3,613(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：5,419 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.29】歯科衛生士養成所施設・設備整備事業 【総事業費】 
99,618 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県歯科医師会 

事業の目標 ・人口 10 万人対歯科衛生士数（63.2 人→増加） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 歯科衛生士、歯科技工士の教育内容の充実、質の高い医療を提供できる

人材を育成するために必要な施設・設備の整備を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 99,618(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 53,130(千円) 

都道

府県 
26,564(千円) 民 (千円) 

53,130 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 19,924(千円) 

備考（注４） H26：4,144 千円、H27：75,550 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.30】県内就業准看護師の進学支援事業 
 

【総事業費】 
4,818 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 

事業の目標 ・通信課程進学者数（進学希望者 758 人→進学者数 530 人） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 通信制で学ぶ准看護師への県外の看護学校へのスクリーニングのための

旅費等を支援する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 4,818 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 1,606(千円) 

都道

府県 
803(千円) 民 (千円) 

1,606 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 2,409(千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：2,409 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.31】離島へき地の保健師人材確保対策事業 
 

【総事業費】 
4,261 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・特定町村の保健師不足数（5 人→0 人） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 離島等市町村の保健師確保を目的に、潜在・退職保健師の人材バンク事

業、保健師学生の離島体験セミナーの実施を支援する。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 4,261(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 2,841(千円) 

都道

府県 
1,420(千円) 民 2,841(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

2,841(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：4,261 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.32】島嶼・へき地の地域包括ケアシステム構築事業 
 

【総事業費】 
5,228 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 

事業の目標 ・在宅等療養患者の看取り割合（H22 14％→H29 16.1％） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成３０年３月３１日 
 

事業の内容 小さな島々で暮らす人々にも、社会保障制度改革推進法のもとで地域包

括ケアシステムが構築できるよう、島嶼・へき地の保健医療福祉職者の

研修プログラムを開発・実施・評価し、人材の育成を図るとともに、地

域の実情に応じた地域包括ケアの支援を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 5,228(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公  
3,485 (千円) 基金 国 3,485(千円) 

都道

府県 
 

1,743(千円) 
民 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：1,156 千円、H27：0 千円、H28：0 千円、H29：4,072 千円、 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.33】専門看護師・認定看護師の育成事業 
 

【総事業費】 
91,282 

千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 

事業の目標 ・専門看護師数（5 人→全国平均） 
・認定看護師数（139 人→全国平均） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成３０年３月３１日 
 

事業の内容 医療の質向上を図るため、専門看護師と認定看護師の育成を推進し、

派遣旅費及び代替看護師の確保に係る経費を支援する。 
また、沖縄県看護協会の実施する皮膚・排泄ケア認定看護師教育課程

に要する経費を支援する。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 91,282(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
13,849 

 
基金 国 30,426(千円) 

都道

府県 
15,215(千円) 民 (千円) 

16,577 
 

うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 45,641(千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：5,995 千円、 H28：22,123 千円、 
H29：17,523 千円 

 
 

 



   

- 46 - 
 

事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.35】勤務環境改善支援センター運営事業 
 

【総事業費】 
2,266 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・人口 10 万人対医師数の全国平均値との比較（102％→105％） 
・看護職員の不足数（694 人→198 人） 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 医師・看護師等の医療従事者の離職防止・定着促進を図ることを目指し、

PDCA サイクルの活用や勤務環境改善に向けた取組を行うための仕組み

を活用して、勤務環境改善に取り組む各医療機関に対し、総合的・専門

的な支援を行うために設置される「医療勤務環境改善支援センター」を

都道府県が運営するための経費に対する支援を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 2,266(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 1,511(千円) 

都道

府県 
755(千円) 民 1,511(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

1,511 (千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：2,266 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.36】医療機関勤務環境改善推進事業 
 

【総事業費】 
24,950 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県、沖縄県歯科医師会、国立大学法人琉球大学、医療機関 

事業の目標 ・人口 10 万人対医師数の全国平均値との比較（102％→105％） 
・人口 10 万人対歯科医師数（62 人→増加） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２９年３月３１日 
 

事業の内容 計画的に勤務環境の改善を行う医療機関に対して、医療クラーク・看護

補助者の配置などの医療従事者の働き方・休み方の改善に資する取組、

専門アドバイザーによる助言指導、業務省力化・効率化など勤務環境改

善に資する ICT システムの導入、院内保育所の整備・運営などの働きや

すさ確保のための環境整備など、改善計画を進める医療機関の取組を支

援する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 24,950 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
13,803 基金 国 16,632(千円) 

都道

府県 
8,318(千円) 民 (千円) 

2,829 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：7,609 千円 、H28：17,341 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.37】小児救急医療体制整備事業 
 

【総事業費】 
85,500 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・小児人口 10 万人対小児科医師数（80.8 人→95 人） 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 小児救急医の負担を軽減するため、小児科を標榜する病院等が輪番制方

式若しくは共同利用型方式により、又は複数の二次医療圏による広域を

対象に小児患者を受け入れることにより、休日・夜間の小児救急医療体

制を整備するために必要な医師、看護師等の医療従事者の確保に必要な

経費及び「小児救急医療拠点病院」の運営に必要な経費に対する支援を

行う。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 85,500(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
26,362 基金 国 28,500 

(千円) 
都道

府県 
14,250 
(千円) 

民 (千円) 
2,138 

うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他  
42,750(千円) 

備考（注４） H26：42,750 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.38】小児救急電話相談事業 
 

【総事業費】 
9,615 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・乳幼児の救急搬送者の軽症率（81.5％→75％） 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 地域の小児救急医療体制の補強と医療機関の機能分化を推進し、全国ど

こでも患者の症状に応じた適切な医療が受けられるようにすることを通

じ、小児科医の負担を軽減するため、地域の小児科医等による夜間の小

児患者の保護者等向けの電話相談体制を整備するための経費に対する支

援を行う。 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 9,615(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 6,410(千円) 

都道

府県 
3,205(千円) 民 6,410(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

6,410 (千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：9,615 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.39】小児救急電話相談事業（拡充） 
 

【総事業費】 
3,500 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 
 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・乳幼児の救急搬送者の軽症率（81.5％→75％） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 小児科医の負担を軽減するため、地域の小児科医等による夜間の小児患

者の保護者等向けの電話相談体制の質の向上を図り、薬に関する相談に

も対応できるよう薬剤師会との連携構築等、小児救急電話相談事業の拡

充・強化に必要な経費を支援する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 3,500(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 2,334(千円) 

都道

府県 
1,166(千円) 民 2,334(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

2,334 (千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：3,500 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.40】休日・夜間薬局運営支援事業 
 

【総事業費】 
1,627 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

南部 

事業の実施

主体 
沖縄県薬剤師会 

事業の目標 輪番制薬剤師数の増加（H27 20 人→H29 25 人） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２８年３月３１日 
 

事業の内容 休日・夜間に営業する会営薬局に従事する輪番薬剤師に対し、職員手当

を増額して支給する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 1,627(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 1,085(千円) 

都道

府県 
542(千円) 民 1,085 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 0(千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：1,627 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.41】薬剤師確保対策支援事業 【総事業費】 
438 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県薬剤師会 
 

事業の目標 県内の薬剤師の増加 
（人口 10 万人対薬剤師数 H26 131.0 人→H30 170.0 人） 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２７年３月３１日 
 

事業の内容 全国の薬科系大学へ出向き、就職斡旋等を行う。また、薬剤師・薬学生

向けの雑誌や広報誌等に広告を掲載する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 438(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 195(千円) 

都道

府県 
97(千円) 民 195(千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 146(千円) 

備考（注４） H26：292 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.43】専任教員養成講習会事業 【総事業費】 
362 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 看護教育に必要な知識・技術を修得した看護教員を育成・確保し、看護

基礎教育における教育体制の整備・強化を図る。 
 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２９年３月３１日 
 

事業の内容 【事業内容】 
・看護職育成の基盤である看護基礎教育課程において、専任教員は、社

会的要請と最新の医療・看護の知見を教材研究し、基礎となる教育内容

を精選する必要がある。看護職養成には専門学校（2 年課程、3 年課程、

通信課程など）や大学教育等様々であるが、目標は質の高い看護実践力

のある看護職の養成である。 
・沖縄県内の看護師養成の 7 割が専門学校であり、質の高い看護職を養

成するためには、大学教育水準と変わらない教育が求められる。そのた

めには、専門学校の看護専任教員の教育力の向上を推進する必要がある。 
・平成 27 年度の沖縄県看護師養成校教員の未受講率は 16.7％である。

全国の教員養成講習会未受講率が 12.3％（平成 27 年度 14 条報告より）

であることから、早急に改善する必要がある。 
・専任教員講習会開催は、ほとんどが都道府県開催で、限定的であり、

離島県である当県では、受講したくても物理的な問題（渡航や滞在費）

や家庭の事情等により他県への受講が難しい状況にある。 
 
【効果】 
・専任教員養成が推進されることで、本県の基礎看護教育の向上が推進

され、看護師国家試験の高い合格率を維持し、質の高い看護職人材確

保につながる。 
事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 362 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 

公 241 (千円) 
基金 国 241(千円) 

都道 121(千円) 民 (千円) 
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府県 公民の別 
（注２） 

 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、H27：0 千円、H28：362 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.44】医師確保対策事業 【総事業費】 
180,830 

千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 離島・へき地における医療提供体制の維持に必要な医師の安定的な供給

（離島・へき地医療機関における医師の充足） 
 

事業の期間 平成２６年１２月～平成３０年３月３１日 
 

事業の内容 離島・へき地等の医師確保を図るため、琉球大学医学部に離島・へき地

等の地域枠学生に対し、医師就学資金貸与事業を実施する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 180,830 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公  
(千円) 基金 国 120,553(千円) 

都道

府県 
60,277(千円) 民 120,553 

(千円) 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円、 H27：0 千円 H28：86,670 千円、H29：94,160 千円 
 
 
 
 
 
 
 
 



   

- 56 - 
 

事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.45】指導医育成プロジェクト事業 【総事業費】 
7,432 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
国立大学法人琉球大学 
 

事業の目標 ・指導医育成プログラムにより育成された若手指導医が所属施設におけ

る教育研修カリキュラムを開発し実施することで、地域医療現場におけ

る教育研修体制の充実を図るとともに、若手医師の教育研修機会を確保

することで定着を図る。 
・指導医育成研修プログラム修了者数 ６名 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２９年３月３１日 

事業の内容 今後県内で指導医として働く意思のある若手医師を対象に、ハワイ大学

と連携して臨床研修指導に必要な知識・技術を養成するための指導医育

成プログラムを実施する琉球大学に対して必要な経費を支援する。 
 
【主な研修予定項目】 
・成人学習の原則   ・教育カリキュラムの作成 
・効果的なフィードバックの仕方   ・効果的なレクチャーの仕方 
・研修医および研修プログラムの評価 ・臨床現場での教育     
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 7,432 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 2,477 (千円) 
基金 国 2,477(千円) 

都道

府県 
1,239(千円) 民 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 3,716(千円) 

備考（注４） H26：0 千円 、H27：0 千円 H28：3,716 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.46】臨床研修医確保対策事業 【総事業費】 
29,198 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 

事業の目標 県内臨床研修病院の魅力を広く県外医学生に発信することで、採用され

る初期研修医数の増加を図る。（H27：135 人 → H30：140 人） 
 
 

事業の期間 平成２６年１２月～平成３０年３月３１日 
 

事業の内容 地理的要因等から他県の臨床研修病院と比べ、医学生に病院の魅力を伝

える機会が比較的少ない県内の臨床研修病院に対し、臨床研修病院合同

説明会への出展機会を設けることにより、初期研修医の確保を図る。 
 出展については、個々の病院が単独で出展を行っても集客が限れるこ

とが予想されるため、出展を希望する複数の病院が合同で出展すること

により、集客を高め効率的に本県の臨床研修病院の魅力を発信する。 
  

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 29,198(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 19,465(千円) 

都道

府県 
9,733(千円) 民 19,465 

(千円) 
 

うち受託事業等

（再掲）（注３） 

19,465 
(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円 、H27：0 千円、H28：9,505 千円、H29：19,693 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.47】看護師等修学資金貸与事業 【総事業費】 
111,709 

千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県 
 

事業の目標 ・養成校を卒業する貸与生の県内就業率を９０％以上とする。 
・貸与生の県内就業先の半数以上を救急指定病院または離島僻地の施設

とする。 
事業の期間 平成２６年１２月～平成３１年３月３１日 

 
事業の内容 県は、第七次看護職員需給見通しを基に、救急病院において、夜間の勤

務や過重な労働条件から慢性的に看護師の離職率が高い状況が続く事、

及び７対１看護体制の導入から看護師の需要要望は高くなっていく状況

を踏まえ、平成 23 年度に修学資金の貸与を受けた者が就業することによ

り返還債務が免除となる施設に救急病院を加えた。 
  一方、国は平成 26 年に地域包括ケアシステムの構築に取り組む事を法

的に位置づけており、そのためには訪問看護や老人福祉施設等の機能強

化が重要であるが、これら施設の看護職員の確保困難性は採用率が訪問

看護ステーションで 45.5％、特別養護老人ホームで 35.1％と全施設平均

の 74.1％を大きく下回っていることから明らかであり、行政による誘導

策は医療機関への充足を待っていられない事から平成 27 年度に老人福

祉施設等を修学資金の免除対象施設に加えた。 
 また、看護職員数はその数において順調に増加しているとはいえ、離

島等の過疎地域については、未だ不足している状況があり、地域包括ケ

アシステム構築にはさらなる確保が必要な状況である。 
 これら沖縄県の現状から、県内で養成した看護職者の県外流出を防ぎ、

県内医療機関へ就業させる事を目的に修学資金を貸与し、県内看護職を

安定的に育成していく必要がある。 
 
 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 111,709(千円) 基金充当額 

（国費） 
公  

(千円) 基金 国 74,472(千円) 
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都道

府県 
37,237(千円) における 

公民の別 
（注２） 

 

民 (千円) 
74,472 

うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） H26：0 千円 、H27：0 千円 、H28：78,702 千円、H30：33,007 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.48】周産期救急対応者育成事業 【総事業費】 
13,724 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県病院事業局 
 

事業の目標 人口 10 万人対主たる診療科が「産婦人科・産科」に従事する医師数の増

加 
 

事業の期間 平成２６年１２月～平成３０年３月３１日 
 

事業の内容 産科医が処置に入るまでの妊婦の救急患者に対し、適切な初期対応が出

来る産科医以外の医療従事者を育成する教育コースを実施する経費を支

援することにより、産科医の負担軽減・勤務環境の改善を行い、産科医

の定着を図る。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 13,724(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 4,574 (千円) 
基金 国 4,574(千円) 

都道

府県 
2,288(千円) 民 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 6,862(千円) 

備考（注４） H26：0 千円 、H27：0 千円 、H28：1,252 千円、H29：5,610 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.49】地域医療関連講座設置事業 【総事業費】 
36,630 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
国立大学法人琉球大学 
 

事業の目標 離島・へき地における医療提供体制の維持に必要な医師の安定的な供給

（離島・へき地医療機関における医師の充足） 
 

事業の期間 平成２６年１２月～平成２９年３月３１日 
 

事業の内容  琉球大学医学部に地域医療関連講座を設置し、地域医療のための卒前

教育を医学部生に行うとともに、沖縄県における卒後研修及び生涯学習

の取り組みを支援する。 

事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 36,630 (千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 12,210 
(千円) 基金 国 12,210(千円) 

都道

府県 
6,105(千円) 民 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 18,315(千円) 

備考（注４） H26：0 千円 、H27：0 千円 、H28：18,315 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 
事業名 【No.50】医療人育成事業 【総事業費】 

8,089 千円 
事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
沖縄県医師会 
 

事業の目標 医療安全の面から経験が浅い若手医師でも様々なトレーニングが行え、

スキルアップへの有効性が高いシミュレーショントレーニングを支援す

ることにより、臨床技能向上環境を整備し、若手医師の確保・定着を図

る。 
事業の期間 平成２６年１２月～令和５年３月３１日 

事業の内容 習熟した指導者やシミュレーター等を必要とするシミュレーショントレ

ーニングは各研修病院単独での実施が難しいため、県内全ての臨床研修

病院協力のもと行われるシミュレーショントレーニングを支援すること

により、臨床研修環境の向上を図り、若手医師の確保・定着につなげる。 
  
【トレーニング予定内容】 
・県内で研修を行う初期研修 1 年次全員を対象に基本的手技等のトレー

ニングを行う（4 月） 
・臨床研修病院指導医が協力して沖縄の地域医療に求められる内容に沿

ったシミュレーショントレーニングに係るプログラムを作成し、当該プ

ログラムによる研修会を実施する（5 月～1 月に各月 1 回）。 
・臨床能力を測るための試験を実施し、成長に寄与するフィードバック

の機会とする（2 月～3 月に各月 1 回）。 
事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 8,089(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

 

公 (千円) 
基金 国 2,778(千円) 

都道

府県 
1,390(千円) 民 2,778 (千円) 

 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
その他 4,168(千円) 

 
備考（注４） H26：0 千円 、H27：0 千円 、H28：544 千円、H29：3,377 千円 

R4:247 千円 
 



   

- 63 - 
 

事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.53】未熟児網膜症対応眼科医育成事業 
 

【総事業費】 
21,512 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

県全域（北部、中部、南部、宮古、八重山） 

事業の実施

主体 
沖縄県 

事業の目標 沖縄県で不足する未熟児網膜症の診療が可能な眼科医を 2名育成する。 

未熟児網膜症対応可能な眼科医実人員 

【平成 29 年度：周産期母子医療センター８ヶ所６人（診療応援含）】 

           ↓ 

【平成 31 年度：周産期母子医療センター８ヶ所 8人（診療応援含）】 
事業の期間 平成２９年１０月～平成３１年３月３１日 

事業の内容 眼科勤務医のいない地域周産期母子医療センターにおいて未熟児網膜

症の診察・治療が実施できる体制を確保し、県内で未熟網膜症の診察・

治療が可能な眼科医を育成するための設備整備を支援する。 
事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 21,512(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

公 (千円) 
7,170 基金 国 7,170(千円) 

都道

府県 
3,586(千円) 

    
民 (千円) 

0 
うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 
 

その他 10,756(千円) 

備考（注４） H26：0 千円 、H27：0 千円 、H28：0 千円、H29：0 千円、 
H30：10,756 千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.57】院内保育所運営費補助事業 【総事業費】 
837 千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

北部、中部、南部、宮古、八重山 

事業の実施

主体 
県内各医療機関 

事業の目標 医療機関への補助件数 １件 
 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月 31 日 

事業の内容 医療従事者の離職防止及び再就職の促進を図るため、病院等の開設者

が、従事する職員のために保育施設を設置し、その運営を行うために要

した保育士等人件費に対し補助を行う。 
事業に要す

る費用の額 
金額 総事業費 837(千円) 基金充当額 

（国費） 
における 
公民の別 
（注２） 

公 (千円) 

0 基金 国 372(千円) 

都道

府県 
186(千円) 

    

民 (千円) 

372 

うち受託事業等

（再掲）（注３） 

(千円) 

 

その他 558(千円) 

備考（注４） R4：558 千円 

 


